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目的　本研究の目的は，児童養護施設に入所する子どもの情緒と行動のニーズと入所の背景となる
保護者の状態像という 2つの軸から，ニーズ類型を作成することである。それによって必要と
されるサービス・モデルの設定を試みた。

方法　関東圏内の児童養護施設を対象に，本研究の趣旨・目的・方法・倫理的配慮等を記載した調
査票への記入を依頼した。各施設の直接支援職員を対象として，担当する小中学生の中から名
前順で 1名を選択してもらい，その子どもについて回答を求めた。調査票には，虐待の有無お
よび種類，Child Behavior Checklist（以下，CBCL），入所の背景となる保護者の状態像，子
どもの生活の安定度に関する項目を設けた。

結果　対象となった子ども815名（男子439名，女子376名）の平均年齢は10.5歳（標準偏差＝2.6），
平均入所期間は4.7年（標準偏差＝3.1）であった。被虐待体験のある子どもの割合は517名
（64.1％）であった。入所理由となる保護者の状態像は，Ward法によるクラスター分析に
よって，「家庭内の不和と未熟群（CL 1 ）」152名（18.7％），「経済的困窮群（CL 2 ）」138名
（16.9％），「依存・知的障がい群（CL 3 ）」270名（33.1％），「精神疾患群（CL 4 ）」138名
（16.9％），「虐待行為群（CL 5 ）」117名（14.4％）の 5類型となった。子どもの情緒と行動
のニーズは，CBCLの内向尺度と外向尺度のカットオフ値から，「内向・外向正常域」209名
（25.7％），「内向臨床域」123名（15.1％），「外向臨床域」158名（19.5％），「内向・外向臨床
域」322名（39.7％）の 4類型に分類した。以上の結果から，保護者の状態像の 5分類と子ど
ものニーズの 4分類によって20類型を作成した。

結論　本研究の結果，児童養護施設に入所する子ども，およびその保護者の状態像の類型から，必
要なサービス内容を策定できる可能性が示された。今後は児童養護施設におけるサービス内容
を標準化するためのニーズ調査やそれに対応するサービス内容とそれを提供するための制度が
担保される必要がある。

キーワード　児童養護施設，子どもと保護者の状態像，類型化，サービス内容

Ⅰ　は　じ　め　に

　社会福祉基礎構造改革によって，戦後から続
く社会福祉サービスの利用方式が2003年「措置
制度」から「契約制度」へ大きく転換した。し
かし，児童養護施設をはじめとする入所型児童
福祉施設では，問題の性格上，いまだ「措置制

度」が存在する。そのため2012年度より第三者
評価の受審およびその結果の公表が義務づけら
れることになった1）。つまり，「措置制度」は
行政が利用者のサービスの必要性や種類などを
判断し，決定する仕組みであるため，利用者の
意志が十分に反映されない可能性がある。その
ため，サービスの質や量を客観的に評価するこ
とが求められるようになった。
　高齢者福祉分野では1970年代から客観的・科＊会津大学短期大学部社会福祉学科講師
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学的方法に基づいた社会福祉計画の立案や施策
の策定が行われはじめた2）。それは，在宅要介
護高齢者全体を 1次調査によって把握したうえ
で，第 2次調査を実施し，高齢者の身体障害の
程度と家族介護の困難程度との組み合わせに
よって，サービスの必要量を推計するというも
のであった3）。その後の高齢者福祉の研究は，
基本的にはこれらの研究枠組み（都老研方式）
を基礎としつつ，個々のニーズ類型に対応する
標準的な各種サービスの組み合わせ（ケア・
パッケージ，サービス・モデル等）を設定する
方向で進められた4）。
　こうした研究におけるニーズの測定には，直
接的支援のためのニーズ測定と政策立案やサー
ビス計画の策定のために行われるニーズ測定の
2つの視点がある5）。直接的支援のためのニー
ズの測定では，できる限りニーズを個別化して
とらえることを試みる。これに対して，政策立
案やサービス計画策定のために行われるニーズ
の測定は，個別性が強い部分を抽象化し，共通
の尺度で測定可能な部分のみを抽出して，その
総量を測定し類型化することになる5）。つまり，
直接的ソーシャルワークにおけるニーズの測定
と制度設計のためのニーズの測定の考え方は，
ニーズの測定の抽象度の違いと位置づけられる。
　一方，社会的養護領域ではこれまで支援サー
ビスの内容が標準化されることがなかった。現
状においても「発達障害や性的虐待等により特
別な心理的ケアや治療を必要とする子どもに対
する専門的なケアや自立支援に向けた取り組み
が施設において十分できていないこと，施設に
おける職員の専門性が子どもの問題の多様性に
十分追いついていないこと等，子どもの多様か
つ複雑なニーズに十分対応できるようなものに
なっていない」6）と指摘されている。
　さらに，厚生労働省によって 5年おきに行わ
れる児童養護施設入所児童調査はあるものの，
社会的養護領域では1970年代以降ニーズ調査自
体が行われていない現状があった7）。近年，心
理・福祉領域8）-11）や政策領域12）13）から徐々に子
どものニーズを評価することが行われてきたが，
まだまだ不十分な現状である。

　本研究では，他領域における研究を踏まえ，
児童養護施設に入所する子どもの保護者の状態
像と子どもの情緒と行動の特徴からニーズ類型
の作成を行う。それによって，児童養護施設で
必要とされる子どもと保護者へのサービス・モ
デルの設定を試みた。

Ⅱ　研　究　方　法

（ 1）　調査手続き
　関東圏内の児童養護施設に研究の趣旨・目
的・方法・倫理的配慮・実施者の連絡先を書い
た用紙と調査票を各施設に郵送し，返送を持っ
て承諾が得られたものとした。
　各施設の直接支援職員を対象として，担当す
る小中学生の中から名前順で 1名を選択しても
らい，その子どもについて回答を求めた。欠損
値のあるデータを除き815名を対象とした。調
査期間は2010年 4 ～ 6 月であった。

（ 2）　調査尺度
　ニーズの測定および分類に当たって，以下の
項目を設けた。
1)　フェイスシートについて
　フェイスシートには，子どもの性別・年齢・
入所期間について記入を求めた。
2)　虐待の有無と種類
　虐待の有無および種類は，児童相談所の判断
について記載を求めた。それぞれ虐待があった
場合には，その種類を身体的・心理的・性的・
ネグレクトの中から該当するものすべてに○を
つけてもらった。
3)　子どもの情緒と行動のニーズ
　Achenbach14）が開発し世界100カ国以上で標
準化がなされている，Child Behavior Checklist
（以下，CBCL）を用いた。日本でも井澗ら15）

によって信頼性および妥当性が確認され，標準
化がなされている。
4)　保護者状態像
　入所の背景となる保護者の状態像について，
以下の項目から該当するものすべてに○をつけ
てもらった。①精神疾患とその疑い，②知的障
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がい，③未熟・未成年，④依存症（薬物・アル
コール），⑤加虐待（虐待を加えた親を意味す
る；以下同様），⑥家庭内の不和，⑦経済的困
窮，⑧親の服役である。
5)　生活の安定度

　生活が安定している場合を 5（「非常に高い」），
不安定な場合を 1（「非常に低い」）とする 5件
法で，現在の安定度について回答してもらった。

（ 3）　倫理的配慮
　調査票には，①万一，途中で続けることが困
難になった場合中止してかまわないこと，②回
答は，研究のみに使用し，統計的に処理される
こと，③施設名や個人名および個人情報などが
特定されることはないことを明記した。

（ 4）分析の手順
　まず，名義尺度をダミー変数化した。性別
（男＝ 1，女＝ 2），虐待の種類（なし＝ 0，
身体的虐待＝ 1，心理的虐待＝ 2，ネグレクト
＝ 3，性的虐待＝ 4，重複虐待＝ 5），保護者
の状態像（それぞれ該当する場合＝ 1，非該当
の場合 0）である。
　分析は，性別，年齢，入所期間，虐待の有無，
保護者の状態像について単純集計を行った。次
に，保護者の状態像の分類のためにWard法に
よるクラスター分析を行った。クラスター数の
決定のために，分類されたクラスターと保護者
の状態像の各変数でχ2検定および残差分析を
行った。得られたクラスターと虐待の種類でχ2

検定および残差分析を行った。生活の安定度お
よび入所期間を従属変数，得られたクラスター
を独立変数とする 1要因の分散分析を行った。
　子どもの情緒と行動のニーズについては，
CBCLの標準化得点を基に内向尺度と外向尺度
の正常域と境界域以上で 2分し， 4つの類型を
作成した。すなわち，内向尺度と外向尺度とも
に正常域の群（以下，内向・外向正常域），内
向尺度が境界域以上の群（以下，内向臨床域），
外向尺度が境界域以上の群（以下，外向臨床
域），内向尺度と外向尺度ともに境界域以上の
群（以下，内向・外向臨床域）である。
　最後に保護者の状態像と子どもの情緒と行動
に関するニーズのクロス集計表を作成し，各類
型の出現率を算出した。なお，分析にはSPSS
18.0Jを用いた。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　記述統計
　対象となった子ども815名（男子439名，女子
376名）の平均年齢は10.5歳（標準偏差＝2.6），
平均入所期間は4.7年（標準偏差＝3.1）であっ
た（表 1）。被虐待体験のある子どもの割合は，
517名（64.1％）であった。
　保護者の状態像について重複も含めて単純集
計を行った。精神疾患とその疑い245名（30.1％），
未熟・未成年150名（18.4％），知的障がい39名

表 1   基本属性
人数 割合

年齢（歳）（ｎ＝815）（平均値±標準偏差）　10.5±2.6

入所期間（年）（ｎ＝690）（　　 〃 　　）　 4.7±3.1

総数 815 100.0
　男 439 53.9
　女 376 46.1

児童の虐待の有無
　なし 290 35.9
　あり 517 64.1

精神疾患とその疑い
　なし 570 69.9
　あり 245 30.1

未熟・未成年
　なし 665 81.6
　あり 150 18.4

知的障がい
　なし 776 95.2
　あり 39 4.8

薬物・アルコール依存症
　なし 778 95.5
　あり 37 4.5

加虐待
　なし 524 64.3
　あり 291 35.7

家庭内の不和
　なし 725 89.0
　あり 90 11.0

経済的困窮
　なし 628 77.1
　あり 187 22.9

服役
　なし 744 91.3
　あり 71 8.7
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（4.8％），薬物・アルコール依存症37名（4.5％），
加虐待291名（35.7％），家庭内の不和90名

（11.0％），経済的困窮187名（22.9％），服役
71名（8.7％）であった。

（ 2）　保護者の状態像の
　　類型化
　入所理由となる保護者の
状態像を投入したWard法
によるクラスター分析を
行った。デンドログラムの
解釈可能性から， 5クラス
ターを選択した。この 5ク
ラスターの妥当性を検証す
るため，クラスター分析で
投入した保護者の状態像に
よってχ2検定および残差
分析を行った（表 2）。
　その結果，クラスター 1
は，未熟・未成年と家庭内
の不和を背景とする群であ
り「家庭内の不和と未熟群
（CL 1 ）」とした。クラス
ター 2は，経済的困窮があ
るグループで「経済的困窮
群（CL 2 ）」とした。クラス
ター 3は，知的障がいと薬
物・アルコール依存が統計
的に多いグループであり「依
存・知的障がい群（CL 3 ）」，
クラスター 4は，精神疾患
とその疑いがある群であり
「精神疾患群（CL 4 ）」と
した。クラスター 5は，加
虐待があるグループであり
「虐待行為群（CL 5 ）」とし
た。それぞれ，「家庭内の
不和と未熟群」152名（18.7
％），「経済的困窮群」138
名（16.9％），「依存・知的
障がい群」270名（33.1％），
「精神疾患群」138名（16.9
％），「虐待行為群」117名
（14.4％）であった。

表 2　保護者の状態像
（単位　名，（　）内％）

合計
家庭内の
不和と
未熟群
（CL 1 ）

経済的
困窮群
（CL 2 ）

依存・
知的

障がい群
（CL 3 ）

精神
疾患群
（CL 4 ）

虐待
行為群
（CL 5 ） χ2

度数 815 152 138 270 138 117
(100.0) (18.7) (16.9) (33.1) (16.9) (14.4)

精神疾患とその疑い
　なし
　　Ｎ 570 104 110 239 0 117
　　残差 -0.5 2.7 8.1 -19.7 7.7 
　あり 422.1**
　　Ｎ 245 48 28 31 138 0
　　残差 0.5 -2.7 -8.1 19.7 -7.7 
未熟・未成年
　なし
　　Ｎ 665 49 108 253 138 117
　　残差 -17.4 -1.1 6.3 6.1 5.6 
　あり 331.5**
　　Ｎ 150 103 30 17 0 0
　　残差 17.4 1.1 -6.3 -6.1 -5.6 
知的障がい
　なし
　　Ｎ 776 152 138 231 138 117
　　残差 3.1 2.9 -9.1 2.9 2.6 
　あり 82.7**
　　Ｎ 39 0 0 39 0 0
　　残差 -3.1 -2.9 9.1 -2.9 -2.6 
薬物・アルコール依存症
　なし
　　Ｎ 778 151 138 234 138 117
　　残差 2.5 2.8 -8.5 2.8 2.5 
　あり 72.2**
　　Ｎ 37 1 0 36 0 0
　　残差 -2.5 -2.8 8.5 -2.8 -2.5 
加虐待
　なし
　　Ｎ 524 95 100 240 89 0
　　残差 -0.5 2.2 10.3 0.1 -15.7 
　あり 286.1**
　　Ｎ 291 57 38 30 49 117
　　残差 0.5 -2.2 -10.3 -0.1 15.7 
家庭内の不和
　なし
　　Ｎ 725 71 138 261 138 117
　　残差 -18.4 4.5 4.9 4.5 4.1 
　あり 341.3**
　　Ｎ 90 81 0 9 0 0
　　残差 18.4 -4.5 -4.9 -4.5 -4.1 
経済的困窮
　なし
　　Ｎ 628 127 0 246 138 117
　　残差 2.1 -23.6 6.7 7.0 6.4 
　あり 573.2**
　　Ｎ 187 25 138 24 0 0
　　残差 -2.1 23.6 -6.7 -7.0 -6.4 
服役
　なし
　　Ｎ 744 152 138 199 138 117
　　残差 4.2 4.0 -12.5 4.0 3.6 
　あり 157.0**
　　Ｎ 71 0 0 71 0 0
　　残差 -4.2 -4.0 12.5 -4.0 -3.6 
注　**ｐ＜0.01，自由度＝ 4
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　次に保護者の状態像 5類
型と虐待の種類との関係に
ついてχ2検定および残差分
析を行った（表 3）。その
結果，「経済的困窮群」「依
存・知的障がい群」には，
虐待なしが有意に多く，
「虐待行為群」は身体的虐
待と性的虐待，重複虐待が
有意に多かった。「家庭内
の不和と未熟群」にはネグ
レクト，「精神疾患群」には
心理的虐待が多いことが示
された。
　保護者の状態像によって，
子どもの生活の安定度と入
所期間に違いがみられるか
分散分析を行ったところ，
生活の安定度では，「依
存・知的障がい群」よりも
「家庭内の不和と未熟群」
と「経済的困窮群」の生活
の安定度が低いことが示さ
れた。入所期間では，「虐待行為群」よりも
「家庭内の不和と未熟群」「経済的困窮群」「依
存・知的障がい群」が長期間になることがわ
かった（表 4）。

（ 3）　子どもの情緒と行動のニーズの類型化
　CBCLの標準化得点を基に内向尺度と外向尺
度について，それぞれ正常域と境界域以上で 2
分した。内向尺度が境界域以上は446名（54.9％），
外向尺度が境界域以上は480名（59.0％）で
あった。重複がみられたことから，さらに 4つ
の類型を作成した。すなわち，「内向・外向正
常域」209名（25.7％），「内向臨床域」123名
（15.1％），「外向臨床域」158名（19.5％），
「内向・外向臨床域」322名（39.7％）である。

（ 4）　保護者の状態像と子どもの情緒と行動の
ニーズのクロス集計

　クラスター分析により抽出した保護者の状態

像 5類型と子どもの情緒と行動のニーズの 4類
型によってクロス集計表を作成した（表 5）。
まず，「家庭内の不和と未熟群」では，内向・
外向臨床域が50名（32.9％），次に内向・外向
正常域が52名（34.2％）であった。「経済的困
窮群」は内向・外向臨床域が52名（37.7％），
次に内向臨床域が34名（24.6％）と多かった。
「依存・知的障がい群」は内向・外向臨床域が
109名（40.7％），次に外向臨床域57名（21.3％）
であった。「精神疾患群」では，内向・外向臨
床域が58名（42.3％），外向臨床域25名（18.2％），
「虐待行為群」は内向・外向臨床域53名（45.3％），
外向臨床域30名（25.6％）であった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究における対象者の特徴は，全国の児童
養護施設に入所している子どもと重なっていた。
本研究の対象者815名は，平均年齢10.5歳，平

表 3　保護者の状態像と虐待の種類のクロス表
（単位　名）

保護者の状態像

合計

家庭内の不和
と未熟群
（CL 1 ）

（ネグレクト）

経済的
困窮群
（CL 2 ）

依存・知的
障がい群
（CL 3 ）

精神
疾患群
（CL 4 ）

（心理的虐待）

虐待
行為群
（CL 5 ）
（身体・
重複虐待）

χ2

　Ｎ 792 147 136 257 136 116

167.6**

虐待なし
　Ｎ 290 36 66 133 53 2
　残差 -3.4 3.2 6.1 0.6 -8.4 

身体的虐待
　Ｎ 102 23 8 15 18 38
　残差 1.1 -2.7 -4.1 0.1 6.9 

心理的虐待
　Ｎ 32 7 3 4 12 6
　残差 0.5 -1.2 -2.5 3.1 0.7 

ネグレクト
　Ｎ 233 54 46 73 30 30
　残差 2.2 1.2 -0.4 -2.1 -0.9 

性的虐待
　Ｎ 7 1 0 2 1 3
　残差 -0.3 -1.2 -0.2 -0.2 2.1 

重複虐待
　Ｎ 128 26 13 30 22 37
　残差 0.6 -2.3 -2.4 0.0 5.0 

注　**ｐ＜0.01，自由度＝ 4
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均入所期間4.7年であり，全国の児童養護施設
に入所している同年齢の子ども（22,132名）の
約3.7％に当たり，2008年度の「全国児童養護
施設入所児童調査」16）における平均年齢10.6歳，
平均入所期間4.6年とほぼ一致していた。つま
り，サンプルサイズとしては非常に限定的であ
るが，基本属性は全国的な傾向と大きなずれは
ないといえる。
　本稿では，保護者の状態像と子どもの情緒と
行動のニーズから，子どもと家族への直接支援
および施設内におけるサービス・モデルの設定
のために分析を行った。このニーズをとらえる
視点は，当事者自らがニーズを訴える表明的
ニーズ17）ではなく，専門職が一定の基準から支
援が必要であると判断した場合の規範的ニー
ズ17）である。社会的養護の利用が「契約」では

なく「措置」であることからも，本研究で規範
的ニーズを測定したことは一定の合理的判断が
あった。
　以下では，ニーズ類型の妥当性を検討すると
ともに，必要とされるサービスについて考察を
行う。

（ 1）　保護者の状態像の類型化
　本研究では，保護者の状態像として 8つの要
因を用いた。割合が高いものは，加虐待
（35.7％），精神疾患とその疑い（30.1％），経
済的困窮（22.9％）であった。厚生労働省16）の
全国調査によると，児童養護施設入所の背景と
なる保護者の状態像として，虐待（28.2％），
精神疾患（10.7％），両親の死亡・行方不明
（9.3％），経済的破綻（7.6％），拘禁（5.1％），

表 4   保護者の状態像と生活の安定度および入所期間
保護者の状態像

家庭内の不和
と未熟群
（CL 1 ）

（ネグレスト）

経済的
困窮群
（CL 2 ）

依存・知的
障がい群
（CL 3 ）

精神疾患群
（CL 4 ）

（心理的虐待）

虐待行為群
（CL 5 ）

（身体・重複虐待） Ｆ値 多重比較

生活の安定度
　平均値 3.1 3.1 2.8 2.9 3.0 2.9* CL 3 ＜CL 1・CL 2　標準偏差 0.9 0.9 0.9 0.9 1.1

入所期間
　平均値 4.8 5.2 4.9 4.5 3.7 3.6** CL 5 ＜CL 1・CL 2・CL 3　標準偏差 3.0 3.3 3.1 3.3 2.9

注　*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01，自由度＝4.6

表 5　保護者の状態像と子どもの情緒と行動の要因のクロス表
（単位　名，（　）内％）

合計

保護者の状態像

家庭内の不和
と未熟群（CL 1 ）
（ネグレクト）

経済的
困窮群
（CL 2 ）

依存・知的
障がい群
（CL 3 ）

精神疾患群
（CL 4 ）

（心理的虐待）

虐待行為群
（CL 5 ）

（身体・重複虐待）

子どものニーズ Ｎ 812 152 138 268 137 117
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

　内向・外向正常域 Ｎ 209  52  29  72  33 23
(25.7) (34.2) (21.0) (26.9) (24.1) (19.7)

　内向臨床域 Ｎ 123  27  34  30  21 11
(15.1) (17.8) (24.6) (11.2) (15.3) (9.4)

　外向臨床域 Ｎ 158  23  23  57  25 30
(19.5) (15.1) (16.7) (21.3) (18.2) (25.6)

　内向・外向臨床域 Ｎ 322  50  52 109  58 53
(39.7) (32.9) (37.7) (40.7) (42.3) (45.3)
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養育拒否（4.4％）があった。本研究は複数回
答であるため，十分な比較はできないものの，
加虐待や経済的問題が上位を占めていることが
示された。
　次に保護者の状態像の重複を類型化するため，
クラスター分析を行い 5つに類型化した。先行
研究では，アタッチメントの欠如，家庭崩壊，
家族内の身体的・発達的・精神的な健康問題，
未婚を含む単身家庭，内縁者や同居人がいる家
庭，子連れの再婚家庭，夫婦の不和等が虐待の
リスクになることが明らかにされている18）。本
研究では，重回帰分析を行っていないため明確
なことはいえないが，「家庭内の不和と未熟
群」「経済的困窮群」「依存・知的障がい群」
「精神疾患群」などは重要なリスク因子となる
可能性がある。実際，「精神障害群」「人格障害
群」「知的障がい群」「被虐待群」等の属性が家
族再統合の実施に関連していることが示されて
おり19）-22），本研究のように保護者を類型化する
ことは標準的なサービス内容を策定するために
重要であるといえる。

（ 2）　子どものニーズの類型化
　本研究では，子どものニーズ測定の指標とし
て，臨床および研究において国際的に活用され
ているCBCLを用いた。日本においても標準化
がなされており，正常域，臨床域が判断できる
有用な尺度である。児童養護施設におけるデー
タを収集することで，わが国の児童養護施設に
おける特別な支援を必要とする子どもの割合を
算出することができる。
　子どもの情緒と行動のニーズの類型化にあ
たって，標準化されたCBCLのカットオフ値を
用いて 4類型に分類した。すなわち，内向尺度
と外向尺度のＴ得点が60点である場合に何らか
の支援が必要とされる臨床域であると判断した。
その結果，内向尺度が臨床域となったのは446
名（54.9％），外向尺度が臨床域となったのは
480名（59.0％）であった。この数字は先行研
究における内向尺度36名／142名（25.3％），外
向尺度53名／142名（37.3％）の割合8）を大き
く上回っていた。また，本研究のデータは内向

尺度と外向尺度ともに正常域であった割合は，
25.7％であった。この数字は児童養護施設に入
所する子どもの74.3％が一般的な養育を提供さ
れるのみでは十分でないことを示している。
　先行研究においても，CBCLの得点の高さと
1世帯における子どもの人数が多いことが家族
再統合のリスク因子になることが示されてお
り23），CBCL得点が高いと実際の支援量も多い
ことが明らかにされている24）。わが国の児童養
護施設に入所する子どもに対しても，本研究の
ような子どもの情緒と行動の特徴に関するデー
タから，必要とされるサービスを提供するため
の制度およびケアの質と量が担保される必要が
あるだろう。

（ 3）　保護者の状態像の類型化とCBCLの類型
化によるサービス・モデルの設定

　本研究では，児童養護施設における支援に
とって必須の 2つの視点を組み合わせて20類型
を作成した。 1つ目の視点は入所の背景となる
保護者の状態像の 5類型， 2つ目の視点は施設
入所後の子どもの情緒と行動のニーズ 4類型で
ある。家族再統合に当たっては，どちらの要因
も不可欠な要素である。本研究では，子どもに
対するニーズ 4類型のうち 2類型（内向臨床域，
外向臨床域），保護者の状態像 5類型に対応す
るサービス・モデルを提案する。
　なお，サービス・モデルの設定は，研究者
（＝ニーズ推計の作業を担当する者）がアプリ
オリに設定する方法5）を選択する。これまで社
会的養護領域では，児童相談所が措置を決定す
る段階で子どものニーズに対して，児童養護施
設や児童自立支援施設，情緒障害児短期治療施
設といった施設種別が判断されてきた。しかし
ながら，施設ごとの具体的なサービス内容をモ
デル化するような取り組みは行われておらず，
サービス内容が標準化されていなかった。その
ため，数少ない先行研究を基に，筆者が試行的
にサービス・モデルの設定を行うことが妥当で
あると考えた。
　まず，先行研究によると，家庭復帰までに取
り組んでおく課題として，次のような項目が挙
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げられた。すなわち，「関係機関のサポート体
制の整備」「家族の理解・サポート体制の整
備」「地域の理解・サポート体制の整備」「虐待
者の虐待認知の形成」「虐待者の不安・困り感
の軽減」「親族の理解・サポート体制の整備」
「児童相談所が用意した所定のプログラムを終
了すること」「児童虐待への治療的援助」「児童
の問題行動等の改善・軽減」「児童自らの危機
回避能力の獲とく」である20）。これらのサービ
ス内容を参考に，各類型に必要とされるサービ
スを示す。なお，先行研究におけるサービス内
容は，「　」で示す。
　まず，「家庭内の不和と未熟群」は，保護者
の関係性や養育スキルなどの不足を背景にし，
ネグレクトを行っていたグループであった。そ
のため，先行研究を基に①「家族の理解・サ
ポート体制の整備」，②「地域の理解・サポー
ト体制の整備」が必要であると考えられる。加
えて，③子どもの行動の理解と心理教育，④ペ
アレント・トレーニングなどが必要であろう。
先行研究では，虐待を行う親を対象としたコモ
ンセンスペアレンティング25）が開発されており，
ネグレクトや身体的虐待を行う保護者に提供さ
れることが期待されている。
　「経済的困窮群」は，被虐待児が少なく主に
保護者の経済状況が理由となって入所している
養護性の高い群であると考えられる。そのため
入所期間が長期化する傾向がみられた。最も必
要とされるのは，先行研究における①「関係機
関のサポート体制の整備」であると考えられる。
そして，②保護者の安定した就労と生活リズム
の担保，③社会経済的な支援が重要であるだろ
う。そのためには，児童相談所や生活保護等の
担当部署などとの連携が必要になると考えられ
る。
　「依存・知的障がい群」では，先行研究から
①「関係機関のサポート体制の整備」②「家族
の理解・サポート体制の整備」③「地域の理
解・サポート体制の整備」が必要であろう。そ
のうえで，④依存症の背景の理解と治療，⑤保
護者の生活の安定が必要になるだろう。
　「精神疾患群」は，感情のコントロールが困

難になるため心理的虐待を多く行っていること
が推測されるグループである。先行研究におい
ても，母親の精神疾患は子どもの攻撃的な傾向，
母親の感受性の低さおよび身体的虐待や心理的
虐待と関連していることが示されている26）。必
要とされるサービスは，先行研究におけるサー
ビス内容から①「関係機関のサポート体制の整
備」が挙げられる。加えて②保護者の精神疾患
に対する治療（関係機関との連携），③保護者
の感情コントロール，④子どもの行動化の理解
と心理教育の提供が必要だろう。先行研究では，
不安や困り感の軽減が支援内容として取り上げ
られおり20），それらを保護者の感情コントロー
ルとして位置づけた。
　「加虐待群」は，身体的虐待や重複虐待が有
意に多いグループであり，①ペアレント・ト
レーニング，②「虐待者の虐待認知の形成」，
③保護者の感情コントロール，④子どもの行動
の理解と心理教育を挙げた。家族再統合のため
の保護者へのアプローチとして，親の虐待認知
の形成，親子再接触プログラムなどが指摘され
ており20），そうした先行研究から虐待に対する
保護者の認知の形成を促す支援を取り上げた。
また，身体的虐待を行う保護者は「被害的認
知」や「自己の欲求の優先」傾向が指摘されて
おり27），保護者自身の被害的認知に加え，保護
者の感情コントロールが必要であると考えられ
た。
　次に，子どもの状態に対応するサービス内容
について検討を加える。ここでは，CBCLの
カットオフ値から「内向臨床域」「外向臨床
域」の 2つの類型に必要とされるサービスを考
えたい。これは，支援内容の作成に関する調
査28）を 基にする。
　まず，先行研究によると，「内向臨床域」の
子どもに対しては，①行動の背景理解，②感情
の言語化，③傾聴，④個と集団の調整などが用
いられており，中心的技法になると考えられる。
「外向臨床域」の子どもに対しては，①行動化
の抑止と理解，②環境統制，③医療や関係機関
との連携，④過去と現在の統合技法，⑤認知へ
働きかけが重視されるだろう。
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　今後，経験豊富な実践者へのインタビューや
専門家による事例検討などによって，類型ごと
の具体的な支援プロセスについて明らかにされ
る必要がある。
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